
韻＝くｌ号

▼
」
の
町
で

ル
エ
ま
れ
育
っ
て
、

も
、
つ
す
▲
ぐ
ｌ
世
紀
。

高齢者ふくし事情
1．報告一高齢者実態調査　　／2～5

2．ディサービスセンターの一日／6～7

3．ご利用ください。こんな制度／8

公費医療費支給制度　　／9

ｌ
抽
璃
如
一
室
井
貫
頑
さ
ん
（
9
7
歳
・
朴
）

「
新
聞
は
眼
鏡
を
か
け
な
く
て
も
読
め
ま
す
よ
」
と
、
室
井

さ
ん
。
こ
こ
何
十
年
、
病
気
ら
し
い
病
気
も
し
た
こ
と
が
な
く
、

3
年
前
に
受
け
た
健
康
診
断
で
は
、
あ
ま
り
の
健
康
さ
に
お
医

者
さ
ん
も
驚
い
た
ほ
ど
で
す
。
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
は
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
だ
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
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昔
同
齢
者

9
月
1
5
日
は
　
「
敬
老
の
日
」
。
今
や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
た
日
本
で
は
、
人
口
の

高
齢
化
は
今
後
も
進
展
し
、
西
暦
二
〇
二
五
年
に
は
四
人
に
一
人
が
6
5
歳
以
上
と
い
う
高

齢
社
会
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
巻
町
で
も
平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
で
、
6
5

歳
以
上
の
人
が
人
口
の
十
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
「
高
齢
化
社
会
」
　
の
基
準
値
で

あ
る
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
伴
い
高
齢
者
の
意
識
や
家
族
形
態
、
生
活
様
式
な
ど
に
も
変
化

が
現
れ
、
福
祉
行
政
に
対
す
る
二
ト
ス
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
で
は
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
町
内
に

住
む
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）
全
員
を
対
象
に
、
生
活
・
健
康
・
介
護
の
状
況
な
ど
の
実
態

を
調
査
し
ま
し
実
。
こ
の
調
査
結
果
を
今
後
の
高
齢
者
対
策
に
役
立
て
、
計
画
作
成
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
こ
の
実
態
調
査
の
概
要
や
現
在
、
町
が
行
っ

て
い
る
事
業
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

閣

総
人
口
は
横
ば
い
状
態

6
5
歳
以
上
は
大
幅
な
増
加

水
巻
町
の
人
口
増
加
を
み
て

み
る
と
、
平
成
元
年
と
平
成
4

年
の
比
較
で
は
、
6
5
歳
未
満
が

横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
、
6
5

歳
以
上
は
約
二
一
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
7
5
歳
以
上

の
増
加
は
一
七
％
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
は
大
き

く
進
行
中
で
、
今
後
こ
の
傾
向

に
一
層
拍
車
が
か
か
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

高
齢
者
の
世
帯
構
成
を
見
て

み
る
と
、

▽
一
人
暮
ら
し
　
一
六
・
三
％

▽
夫
婦
だ
け
の
世
帯三

五
・
四
％

▽
多
世
代
同
居
世
帯四

五
・
六
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
と
夫
婦
だ
け
の

世
帯
を
合
わ
せ
た
　
「
老
人
の
み

の
世
帯
」
は
全
体
の
半
数
を
超

え
ま
す
が
、
年
齢
の
上
昇
と
も

に
こ
の
　
「
老
人
の
み
の
世
帯
」

の
割
合
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。

校
区
別
で
は
、
伊
左
座
、
机
小

学
校
区
は
「
多
世
代
同
居
世
帯
」

が
五
十
％
台
と
多
く
、
逆
に
猪

熊
小
学
校
区
は
「
老
人
の
み
の

世
帯
」
が
六
十
％
を
占
め
「
三

世
代
世
帯
」
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
す
。

の
援
助
」
一
一
・
六
％
、
「
給

料
・
賃
金
」
六
・
二
％
、
「
貯
蓄
」

と
「
利
子
配
当
・
家
賃
収
入
」

は
合
わ
せ
て
五
・
八
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
（
複
数
回
答
）

生
活
費
の
主
な
も
の
は

公
的
年
金
と
恩
給

「
生
活
費
の
主
な
収
入
源
は

何
で
す
か
」
の
質
問
で
は
「
公

的
年
金
・
恩
給
」
　
が
八
四
・

四
％
と
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
　
「
子
供
な
ど
か
ら

高
齢
者
に
優
し
い

住
環
境
の
整
備
が
必
要

住
居
形
態
を
調
べ
て
み
る

と
、
全
体
の
六
一
・
七
％
が
「
一

戸
建
て
持
家
」
で
、
「
公
営
住
宅
」

は
二
八
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
単
身
世
帯
で
は
「
一

戸
建
て
持
家
」
が
三
一
・
九
％

と
少
な
く
、
夫
婦
だ
け
、
二
世

代
、
一
二
世
代
世
帯
と
家
族
が
増

え
る
に
従
い
「
一
戸
建
て
持
家
」

は
増
加
し
、
一
二
世
代
世
帯
で
は
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▽
家
賃
が
高
い
　
　
六
二
一
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
複

数
回
答
）
　
そ
こ
で
「
部
屋
数
が

少
な
い
」
「
防
音
性
が
悪
い
」
「
自

分
の
部
屋
が
な
い
」
と
い
っ
た

家
庭
内
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
不
満
を
合
計
す
る
と
二

一
・
四
％
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会

を
考
え
る
と
き
、
階
段
に
は
手

す
り
を
つ
け
る
な
ど
と
い
っ
た

高
齢
者
に
優
し
い
住
環
境
の
整

備
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

九
一
・
七
％
が
持
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

次
に
「
今
、
住
ん
で
い
る
所

に
不
満
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
全
体
の

五
七
二
二
％
の
人
は
「
特
に
不

満
は
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

「
不
満
が
あ
る
」
と
答
え
た
人

の
理
由
は
、

▽
住
宅
が
古
い
　
一
〇
・
五
％

▽
台
所
や
浴
室
な
ど
の
設
備
が

悪
い
　
　
　
　
　
八
・
九
％

▽
部
屋
が
少
な
く
狭
い六

・
九
％

▽
防
音
・
断
熱
性
が
悪
い

六
・
八
％

▽
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

六
・
三
％

一
番
の
楽
し
み
は

テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と

そ
れ
で
は
高
齢
者
は
、
日
ご

ろ
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
楽
し
み

を
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
番
多
か
っ
た
の
は
「
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
」
、
次
い
で
「
子

ど
も
や
孫
の
成
長
」
　
「
趣
味
・

教
養
を
高
め
る
」
　
「
友
人
・
知

人
と
の
付
き
合
い
」
　
「
家
族
と

の
だ
ん
ら
ん
」
　
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

次
に
現
在
、
ど
ん
な
活
動
に

参
加
し
て
い
る
か
聞
い
て
み
ま

し
た
。「

何
も
参
加
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
人
が
最
も
多
く
、
社

会
参
加
は
低
調
の
よ
う
で
す
。

次
に
多
い
の
が
「
公
民
館
・
自

治
会
・
隣
組
」
　
の
参
加
で
す
。

し
か
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
参

加
は
県
平
均
と
比
べ
て
も
か
な

り
低
い
こ
と
が
調
査
結
果
か
ら

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
希
望
で
一
番
多
か
っ
た

の
は
、
「
レ
ジ
ャ
ー
・
旅
行
・

文
化
教
室
な
ど
」
　
で
す
。
こ
れ

は
自
由
な
時
間
を
得
た
老
年
期

に
、
こ
れ
ま
で
や
れ
な
か
っ
た

趣
味
や
学
習
、
旅
行
な
ど
を
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
か

ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

健
康
に
不
安
を
感
じ
た
ら

家
族
に
相
談

現
在
の
健
康
状
態
や
健
康
に

対
す
る
意
識
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。
全
体
で
は

▽
大
変
良
い
・
良
い

一
六
・
三
％

▽
普
通
　
　
　
　
四
五
・
六
％

▽
あ
ま
り
良
く
な
い二

八
・
六
％

▽
良
く
な
い
　
　
　
八
・
五
％

と
い
う
回
答
結
果
が
で
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
の
約
六

割
が
自
分
の
健
康
に
は
問
題
が

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
「
現
在
、
病
気
に
か
か
っ
て

い
ま
す
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
か
か
っ
て
い
な
い
」
と
答
え

た
人
は
全
体
の
二
六
・
一
％
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
何
ら
か
の

病
気
を
し
て
い
る
人
の
一
二
六
％

が
「
週
に
1
～
5
日
以
上
」
　
の

通
院
を
必
要
と
し
て
い
ま
し

た
。
高
齢
者
が
日
常
生
活
で
最

も
困
っ
て
い
る
こ
と
は
「
通
院
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
病
気
や

障
害
を
も
つ
高
齢
者
に
と
っ
て

通
院
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
高
齢
者
の
人
は
健

康
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
、
だ

れ
に
相
談
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
「
家
族
」
と
答
え
た
人
が

五
五
・
九
％
で
一
番
多
く
、
そ

の
ほ
か
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
病
院
　
　
　
　
三
八
・
八
％

▽
近
所
の
人
・
友
人

二
・
四
％

▽
保
健
婦
　
　
　
　
〇
・
二
％

結
果
を
み
る
と
、
高
齢
者
は

家
族
へ
の
依
頼
心
が
強
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

．7



ぶ
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

三
年
以
上
の
寝
た
き
り
が

全
体
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト

「
寝
た
き
り
」
と
「
寝
た
り

起
き
た
り
」
を
合
わ
せ
る
と
高

齢
者
全
体
の
約
一
割
を
占
め
ま

す
。原

因
は
、
「
リ
ウ
マ
チ
・
神

経
痛
・
関
節
炎
」
が
最
も
多
く
、

以
下
、
「
心
臓
病
」
「
脳
卒
中
」
「
事

故
・
骨
折
」
　
と
続
き
ま
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
7
0
歳
代
前

半
は
　
「
心
臓
病
」
　
「
脳
卒
中
」

が
多
く
、
8
0
歳
代
は
「
リ
ウ
マ

チ
・
神
経
痛
」
が
約
三
割
を
占

め
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
寝
た
き
り
」
　
の

状
態
に
な
っ
て
か
ら
の
期
間
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

3
年
以
上
寝
た
き
り
の
人
が

五
五
％
を
占
め
、
長
期
間
に
及

高
齢
者
の
介
護
は

大
　
半
　
が
　
女
　
性

高
齢
者
が
、
病
気
や
寝
た
き

り
に
な
っ
た
と
き
は
介
護
を
す

る
人
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
高
齢
者
は
日
常
生

活
で
ど
の
よ
う
な
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
も
多
い
の
は
「
外
出
」
で
、

以
下
「
入
浴
」
「
着
替
え
」
「
食
事
」

「
家
屋
内
の
移
動
」
「
排
泄
」
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
だ
れ
が
高
齢

者
の
介
護
を
し
て
い
る
の
か
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
配
偶
者
」

と
答
え
た
人
が
一
番
多
く
、
続

い
て
「
娘
」
「
息
子
の
嫁
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
三
者
だ
け
で

介
護
者
全
体
の
七
六
・
一
％
を

・瑠ｌ翠－1－－胃、一．‥甑．一…1一ｌ嶺

・

」

－

■

・

．

・

・

ゼ

ー

1－－－‥‥墓‥葦‥‥－1－－1－号1－Ｉ一ｌ挙ｌｌｌｌｌｌ

介
護
者
の
立
場
か
ら

占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か

ら
介
護
者
の
大
半
は
女
性
で
あ

り
、
娘
や
息
子
の
嫁
が
介
護
者

の
場
合
、
介
護
と
育
児
・
仕
事

と
の
両
立
な
ど
深
刻
な
問
題
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
度
は
、
実
際
に
介
護
を
し

て
い
る
人
に
　
「
介
護
を
す
る
に

あ
た
っ
て
何
が
負
担
に
な
り
ま

す
か
」
と
開
い
て
み
ま
し
た
。

回
答
は
「
入
浴
」
が
長
も
多
く

次
い
で
「
食
事
」
「
排
泄
」
「
意

志
伝
達
」
　
「
移
動
」
と
い
っ
た

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
事
柄
が
、
介
護
者
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
介
護
を
し

て
い
て
困
る
こ
と
は
？
」
　
の
質

問
で
は
、

▽
心
身
が
疲
れ
る

三
八
二
一
％

▽
自
由
に
外
出
で
き
な
い

三
三
・
二
％

▽
自
分
の
時
間
が
持
て
な
い

九
・
九
％（

▽
経
済
的
負
担
が
大
き
い

八
・
八
％

と
な
っ
て
い
て
、
同
じ
く
高
齢

化
し
て
い
く
介
護
者
に
と
っ
て

精
神
的
・
肉
体
的
な
負
担
は
大

き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
在
宅
で

介
護
を
続
け
る
た
め
に
は
、
在

宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
て
、
介
護

者
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム

暗
い
イ
メ
ー
ジ
は
実
態
を

知
ら
な
い
事
が
原
因

高
齢
者
は
老
人
ホ
ー
ム
に
対

し
て
ど
う
い
う
印
象
を
も
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

．！
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▽
寂
し
い

▽
自
由
が
な
い

▽
気
楽

▽
暗
い

▽
楽
し
い

▽
明
る
い

四
二
・
五
％

二
六
・
八
％

一
三
・
．
一
％

一
三
・
〇
％

四
・
八
％

三
二
一
％

（
複
数
回
答
）

こ
の
よ
う
に
老
人
ホ
ー
ム
に

対
し
て
は
、
ま
だ
良
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う

で
す
。
こ
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
は

実
際
の
老
人
ホ
ー
ム
を
知
ら
な

い
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。続

い
て
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

希
望
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
入
り
た
く
な
い
」
　
「
考
え
た

こ
と
が
な
い
」
が
全
回
答
の
六

一
・
八
％
を
占
め
、
「
入
り
た

い
」
は
わ
ず
か
に
七
・
六
％
で

し
た
。
そ
し
て
　
「
入
り
た
く
な

い
」
と
答
え
た
人
に
理
由
を
聞

い
た
と
こ
ろ
七
割
近
く
が
「
住

み
慣
れ
た
家
・
友
人
か
ら
離
れ

た
く
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
高
齢
者
が
老

人
ホ
ー
ム
に
触
れ
る
機
会
を
増

や
し
、
抵
抗
な
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
き
ま
す
。

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

④
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

⑤
入
浴
サ
ー
ビ
ス

⑥
給
食
サ
ー
ビ
ス

⑦
保
健
婦
の
訪
問
指
導

⑧
機
能
訓
練

の
八
項
目
で
す
。
こ
の
中
で
現

在
、
水
巻
町
で
行
わ
れ
て
い
な

い
の
は
給
食
サ
ー
ビ
ス
と
機
能

訓
練
の
二
つ
で
す
。

最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
　
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
」
　
で
七
七
・
四
％

次
い
で
「
入
浴
サ
ー
ビ
ス
」
「
保

健
婦
の
訪
問
指
導
」
　
の
順
で
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
経
験
を
調
べ
て
み
る
と

サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
比
べ
て

利
用
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
費
用
、
手
続
き
な
ど
が
十
分

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
・
Ｐ

Ｒ
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

急
が
れ
る

社
会
保
障
の
充
実

最
後
に
行
政
に
対
す
る
要
望

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

高
齢
者
の
要
望
で
多
か
っ
た

の
は
、
「
社
会
保
障
の
充
実
」

続
い
て
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
」
　
「
老
人
保
健
施
設
の

建
設
」
　
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
充
実
」
　
「
相
談
体

制
の
充
実
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
中
で
も
全
体
の
約
三

割
の
人
の
要
望
が
あ
っ
た
「
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
」
は

何
か
あ
っ
た
と
き
の
不
安
を
示

し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

特
に
老
人
の
み
の
世
帯
で
は
切

実
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
高
齢
者
実
態
調
査
の

概
要
で
す
。
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
高
齢
者
の
方
や
ご
家

族
、
関
係
者
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
調
査
結

果
を
、
今
後
の
福
祉
の
指
針
と

な
る
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の

資
料
と
し
て
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

認
知
度
に
比
べ
て

少
な
い
利
用
経
験

今
回
、
調
査
の
対
象
と
な
っ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

担
当
者
の
声

主ｌ1－釦

墜

′紗

ｔＩ



△ゲームの時間ではみんな重心にかえります

楽
し
い
の
で
時
問
が
早
く

過
ぎ
て
困
っ
た
も
ん
で
す
。

拶

△まずは自慢の声を披露

△大勢で食べる昼食は一味違います

在
宅
老
人
の
養
護
施
設
と
な
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
今

年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
吉
田
に
あ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
松
快
苑
の
隣
で
す
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
6
5
歳
以
上
で
体
の
弱
い
老
人

を
日
帰
り
で
受
け
入
れ
、
入
浴
や

食
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
で
す
。

こ
こ
を
利
用
で
き
る
の
は
、
登

録
し
た
人
に
限
ら
れ
、
9
月
1
日

現
在
で
は
五
十
一
人
が
登
録
し
て

い
ま
す
。
過
に
一
回
、
各
自
が
決

ま
っ
た
曜
日
に
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
の
平
均
利

用
者
は
十
五
人
程
度
。

8
月
2
6
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
一
日
を
体
験
し
て
き
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

㊥

■
9
時
5
5
分
‥
こ
の
日
の
利
用
者

十
一
人
の
う
ち
八
人
を
乗
せ
た

第
一
便
が
到
着
。
足
の
不
自
由

な
人
は
、
用
意
さ
れ
た
車
イ
ス

で
セ
ン
タ
ー
の
中
へ
。

■
用
時
5
分
‥
残
り
の
三
人
を
乗

せ
た
第
二
便
が
到
着
。
一
週
間

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
た
め

か
、
「
元
気
し
と
っ
た
ね
ー
」
「
久

し
ぶ
り
」
　
の
歓
声
が
上
が
り
ま

が

す
。
全
員
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
二
人
の
寮
母
が
一
人
ひ
と

り
の
血
圧
や
脈
拍
な
ど
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
。
そ
の
間
、
生
活
指

導
員
の
水
上
さ
ん
が
一
日
の
利

用
料
の
五
百
円
を
集
め
ま
す
。

℡
1
0
時
3
0
分
‥
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が

終
了
。
入
院
の
た
め
、
一
か
月

ぶ
り
に
来
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

表
1
0
時
4
5
分
‥
お
茶
と
お
し
ぼ
り

の
サ
ー
ビ
ス
。
こ
れ
か
ら
3
0
分

間
の
自
由
時
間
。
そ
れ
ぞ
れ
が

カ
ラ
オ
ケ
や
雑
談
な
ど
思
い
思

い
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
職
員

は
、
低
周
波
治
療
器
の
操
作
や

次
の
準
備
な
ど
で
休
む
暇
も
な

い
様
子
。

■
日
時
1
5
分
‥
毎
週
、
内
容
が
変

わ
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
時
間
。

二
姓
に
分
か
れ
、
大
き
な
サ
イ

コ
ロ
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
は
、

「
こ
こ
に
来
る
ま
で
、
こ
ん
な

に
笑
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」

と
利
用
者
が
言
う
よ
う
に
、
全

員
が
大
爆
笑
。

■
日
時
5
0
分
‥
楽
し
み
の
一
つ
、

昼
食
の
時
間
。
一
人
暮
ら
し
の

人
が
多
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
大

勢
で
食
べ
る
の
が
う
れ
し
そ

う
。
職
員
は
交
代
で
昼
食
を
と

り
、
食
事
の
か
た
ず
け
や
入
浴



△希望者には低周波治療器などのサービスも

△気の合う仲間と
楽しい時間を
心ゆくまで

へ
．

の
準
　
備
に
大
忙
し
。

■
1
3
時
5
分
‥
一
番
の
楽
し
み
の

入
浴
の
時
間
。
体
の
不
自
由
な

人
に
は
、
寮
母
が
体
を
洗
っ
て

く
れ
ま
す
。
お
風
呂
か
ら
上
が

る
と
、
今
度
は
指
導
員
が
髪
を

乾
か
し
て
あ
げ
、
希
望
者
に
は

散
髪
も
。
「
友
達
に
会
い
、
お

風
呂
に
入
れ
る
こ
ん
な
所
が
水

巻
に
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
楽
し
く
て
時
間
が
早
く
過

ぎ
る
の
で
困
っ
た
も
ん
で
す
」

と
、
お
風
呂
か
ら
上
が
り
気
持

ち
よ
さ
そ
う
な
久
野
チ
ヨ
さ
ん

（
8
2
歳
・
吉
田
こ
。

ｍ
1
4
時
5
5
分
‥
全
員
、
入
浴
が
終

わ
り
休
憩
し
た
と
こ
ろ
で
、
今

月
の
歌
を
合
喝
し
ま
す
。
「
あ

ら
っ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
ね
」

と
、
ど
こ
か
ら
か
声
が
し
ま
す

そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
時
間
で
す
。

■
1
5
時
3
0
分
‥
最
後
に
寮
母
の
友

永
さ
ん
が
「
夏
カ
ゼ
を
ひ
か
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
今
度
会
え
る
目
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

楽
し
か
っ
た
一
日
も
終
わ
り
、

利
用
者
は
送
迎
車
で
帰
宅
。

一人でも多くの利用を
水上さん

ここを利用する人は、一人暮らしの人

が多いため、話し相手を見つけたいとい
う気持ちが大きいようです。

この施設を一人でも多くの人に利用し
て欲しいと思います。やはり多い方が楽

しいですからね。デイサービスセンター

のことが分からなくて不安な人は、ぜひ

一度遊びに来てください。

ｑ
ま
た
来
る
白
を
楽
し
み
に
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特集■高齢者ふくし事情

■
入
浴
サ
ー
ビ
ス

自
宅
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困

難
な
お
年
寄
り
を
対
象
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
浴
設

備
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
老
人
児
童
係

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

寝
た
き
り
の
老
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
が
、
一
時
的
に
介

護
で
き
な
い
と
き
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
預
か
り
、
お
世

話
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
老
人
児
童
係

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

体
の
不
自
由
な
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
な
ど
を
対
象
に
、

ヘ
ル
パ
ー
が
掃
除
・
洗
濯
な
ど

身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
ま
す

▽
問
い
合
わ
せ
　
老
人
児
童
係

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

今
年
4
月
1
日
か
ら
開
始
さ

れ
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
在
宅
の
体
の

弱
い
お
年
寄
り
な
ど
が
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
一
日

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
老
人
児
童
係

■
日
常
生
酒
用
具
の
給
付
・
貸
与

盲
常
生
活
を
よ
り
快
適
に
す

る
た
め
6
5
歳
以
上
の
寝
た
き
り

や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
、
車
イ
ス
や
特
殊
ベ
ッ
ト
な

ど
を
給
付
・
貸
与
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
老
人
児
童
係

■
老
人
医
療
制
度

7
0
歳
以
上
の
お
年
寄
り
や
6
5

歳
以
上
の
障
害
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
老
人
保
健
に
よ
る
医
療

の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
保
険
医
療
係

■
訪
問
指
導

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど

を
保
健
婦
が
訪
問
し
、
体
に
応

じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
生
活
上
の

相
談
、
ま
た
介
護
の
方
法
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

■
訪
問
健
康
診
査

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
を
対

象
に
、
医
師
や
看
護
婦
が
自
宅

を
訪
問
し
て
健
康
診
断
を
行
い

ま
す
。
希
望
者
に
は
家
族
の
人

に
も
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

■
愛
の
二
戸
連
動

7
0
才
以
上
で
町
内
に
身
寄
り

が
な
く
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
お
年
寄
り
に
ヤ
ク
ル
ト
を
無

償
で
配
布
し
、
声
を
か
け
て
安

否
を
気
遣
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会

．ヾ



摩凌ぎの

芦田四国田辺田贈夢

公
費
医
療
制
度
に
は
「
乳
幼
児
医
療
費
支
給

制
度
」
と
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
制

度
」
、
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
支
給
制
度
」
　
の
三

種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
費
医
療
制
度
と
は
、
町
民
の
保
健
の

向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
や

心
身
に
重
い
障
害
を
も
つ
人
な
ど
を
対
象
に
、

医
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で

す
。
7
月
末
現
在
、
町
内
で
こ
の
三
つ
の
公
費

医
療
制
度
の
利
用
者
は
千
九
百
十
一
人
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
内
容
や
申
請
の
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
て
病
院

（
保
健
医
療
機
関
な
ど
）
　
で
受
診
し
た

と
き
は
、
町
が
発
行
し
た
公
費
医
療
証

を
被
保
険
者
証
　
（
ま
た
は
組
合
員
証
）

に
添
え
て
病
院
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
制
度
に
該
当
し
な
い
費
用

①
初
診
料
と
往
診
料
の
一
部

②
差
額
ベ
ッ
ド
な
ど
の
保
険
適
用
以
外

の
費
用

●
県
外
で
治
療
な
ど
を
受
け
た
と
き

旅
行
中
の
病
気
や
け
が
の
た
め
県
外

の
病
院
で
受
診
し
て
費
用
を
全
額
支

払
っ
た
と
き
や
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ギ
プ
ス

な
ど
の
補
装
具
代
を
支
払
っ
た
と
き

は
、
申
請
す
る
と
自
己
負
担
分
が
あ
と

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
を
希
望
す

る
人
は
、
役
場
保
健
医
療
係
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
各
医
療
証
、

診
療
を
証
明
す
る
書
類
、
領
収
証

な
ど

●
資
格
喪
失
や
変
更
の
手
続
き

資
格
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場

合
や
加
入
し
て
い
る
保
健
な
ど
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
各
医
療
証

環 戌 訓 瑠競潤疑朋朋捌園院長Ｅ ■≡刻 限 箆 封 現 題 匿 喜豊謝眉 ヨ田監‘

共通 や ‾

要　 隼、

●水巻 可 に住ん で い る人

●社会 保険 に加 入 して い る人

●生活 保護法 によ る医療 扶助 を 受け てい ない人

沌

ギ銭ぷｓＴ養妻等

個別 の

要 ‾件

● 3 歳 未 満 の 乳 ●身体障害者 （身 ●配偶者 のいな い

幼 児 体 障 害 者 手 帳 女子で満 18歳末

ト支給開始の 日

（出生のとき）

●誕生 日から30

日以内の届 出

は誕 生日か ら

●30日を過ぎる

と届 出の初 白

から

（転入 したとき）

●転入した月の
末 日までの届

出は転入日か

ら

●月が変わって

届出ればその

月の初日か ら

1 ・2 級） 満の児童を扶養

●精神薄弱者 （療 している人

育手帳 Ａ ・ｌＱ ●母子家庭の母 に

35以下） 扶養され ている

●重度障害者 （身 3 歳以上18歳末

体障害者手帳 3 満の児童

級 ・ ｌＱ 36 ～ ●父母のいない 3

50） 歳以上 18歳未満

の児童

●一人暮 らしの寡

婦

．墨宣牒 ●健康保険証 ●健康保険証 ●健康保険証

ハ　じ‾．′こ・Ｚ

Ｓ、“つ、ヨ
（乳幼児の名前が ●印鑑 ●印鑑

のっているもの） ●障害者手帳等障 ●戸籍謄本

●印鑑 害者を証明する ●住民票

書類 ●所得証明書

●公的年金証書

●児童扶養手 当証
書

汐



地球にやさしい子供になろう
遊・友・夏ごっこづくりつ子

．！「

′‾＼
ヽ

8月5日、中央公民館で遊・友・夏ごっこづくりっ子で「リサイ

クルごっこ」が行われました。この日、集まった小学生65人は、飲

み終わった牛乳パックを再利用したハガキ作りに挑戦。
「溶かした牛乳パックを布にのせるときのタイミングが難しかっ

た」と、悪戦苦闘していたのは光田匡宏くん（机小5年）。

普段は、なにげなく捨てている牛乳パックも再利用できることを

知り、限りある資源の大切さを学んだ一日でした。

雨の多かった夏の締めくくり

水巻きぬた祭り

8月22日に行われた公民館協議会主催の水巻きぬ

た祭りには、約2000人が集まり、メイン会場の中央

公民館の回りでは、金魚すくいなどの出店に人垣が

できていました。また、大ホールでは、迫力のある
出雲神楽やカラオケ、舞踊、などが行われ、夜がふ

けるまでにぎわっていました。

「少しあがりましたけど無事に踊ることができた

のでホッとしています」と語ってくれたのは、見事
な踊りを披露してくれた岡田一子さん（頃末）。

途中ハプニングがあり総踊りは中止となりました

が、見せる人、見る人、みんなが楽しんだお祭りでした。

躇

沈まずに避め牛乳パック号
すいすいバックレース

8月29日、遠賀川で「すいすいパックレース」
が行われました。参加したのは男性27チームと女
性13チーム、計200人。グリーンコープ生協北九

州や響灘マリンスポーツクラブなどが実行委員会

をつくり開催したものです。快晴の中、牛乳パッ
ク五百個を使った手作りの船が熱戦を繰り広げ、

雨が多く短かったこの夏を締めくくるかのように

川岸を埋めた約1000人の観客は、大きな声援を
送っていました。



平成5年度宝くじ助成事業とし
て総合運動公園内（トレーニング
室）にルームランナー3台とサン
ドハックセットが整備されました
ので皆さん、利用してください。

友達の輪が広がりました

8月21日、使われなくなった物を有
効利用しようと中央区にある西日本Ｐ
ｌホームでリサイクルバザーが行われ
ました。

小岩愛理ちゃん

4年9月13日生まれ

（宮尾台）

小
柄
で
す
が
い
つ
も
元
気

い
っ
ぱ
い
。
ど
ろ
ん
こ
遊

び
が
大
好
き
で
す
。

早
く
あ
ん
よ
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
一
緒
に
散
歩

に
行
こ
う
ね
。

安永明佳ちゃん

4年9月24日生まれ

（梅ノ木団地）

お
散
歩
と

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

大
好
き
な
明
佳

や
さ
し
い
元
気
な

女
の
子
に
育
っ
て
ね
。

掴

はるかな夢に向かって
ジュ＝アオリンピック・全国中学選抜水泳大会に優勝

8月30日に東京で行われた全国ジュ

ニアオリンピック大会で、宮崎義仲く

ん（水巻中3年・頃末）が、200メー
トル平泳ぎで優勝しました。また、先

に神戸市で行われた全国中学選抜水泳

大会では、得意の200メートルに続き

100メートルでも優勝。現在、9月5［］

から始まる国体に向け泳ぎ込みの真っ
最中。将来の夢である「オリンピック

出場」に向かってがんばってください。

碗纏代表チームの大将に
全回家庭婦人剣道大会に出場

8月3日、東京の日本武道館で行わ
れた第10回全国家庭婦人剣道大会に水

田みず江さん（頃未）が福岡県代表の

大将として出場しました。剣道は、小
学校4年生のころから始めて今では5

段の腕前、お子さんたちも剣道に親し
んでいるとのこと。「やっぱり家族が

顔を合わせ．ると剣道の話が多いです
ね」と、語る水田さん。これからも女性

剣士の目標としてがんばってください。

中学生女子ビーチボールバレー大会

ト8／29

8月29日、中学生女子ビーチ
ボールハレー大会が町民体育館で
行われました。町内から11チーム、

51人が参加。会場は、選手と応援
の熱気で盛り上がっていました。

上位の結果は、次のとおりです。
●優　勝　上二Ａ

●準優勝　高松団地Ａ
●3　位　猪熊Ａ

梅の木団地西

ジュニアソフトボール大会

ト8！1～8！4

8月1日から総合グランドで

ジュニアソフトボール大会が行わ

れ熱戦が繰り広げられました。

上位の結果は、次のとおりです。

小学生の部

●優　勝　上二

●準優勝　鯉口団地

中学生の部

●優　勝　上二

●準優勝　猪熊

′■ヽ



健康づくりシリーズ◎

虜
靡
の
か
ロ
メ
ー
タ
ー
。

楽
し
く
気
持
ち
良
い
ウ
ン
コ
を
す
る
た
め

に
、
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
月
は
、
正
し
い

排
便
姿
勢
や
食
物
繊
維
に
つ
い
て
の
お
話
し

を
し
ま
す
。

テ・．・．‘ｉ′′・さ

楽
し
く
気
持
ち
よ
い

ウ

ン

コ

を

す

る

た

め

に

ウ
ン
コ
を
観
察
す
る
効
用
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
効
用

の
ひ
と
つ
に
、
体
内
の
異
常
を
発
見
で

き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

便
に
血
液
が
つ
い
て
い
る
場
合
や
、

粘
液
便
な
ど
の
特
殊
な
便
が
観
察
さ
れ

た
場
合
、
ひ
と
ま
ず
医
療
機
関
へ
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夜
中
に
目

が
覚
め
て
し
ま
う
よ
う
な
下
痢
の
と
き

や
体
重
減
少
を
伴
う
便
秘
の
と
き
に
も

自
己
判
断
せ
ず
に
病
院
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

♭
正
し
い
排
便
姿
勢

老
後
の
た
め
に
も

望
ま
し
い
快
便
生
活
を

で
は
、
参
考
と
し
て
「
洋
式
ト
イ
レ

で
の
正
し
い
排
便
姿
勢
」
　
に
つ
い
て
お

話
し
ま
し
ょ
う
。

り
き
み
や
す
い
、
腹
圧
を
か
け
や
す

い
の
は
、
状
態
を
立
て
た
姿
勢
で
す
。

た
だ
し
、
便
通
で
り
き
む
の
は
、
あ
く

ま
で
「
補
助
」
　
で
す
。
便
を
出
す
力
の

ほ
と
ん
ど
は
「
腸
の
運
動
」
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
の
で
す
。

意
外
な
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
繊
維
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
食
物
繊
維
は
、
腸
内
の
細
菌
の

作
用
で
分
解
さ
れ
、
「
お
な
ら
」
　
の
発

生
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
「
お
な
ら
」

も
腸
壁
を
刺
激
す
る
の
で
、
便
秘
予
防

に
効
果
的
で
す
。

食
物
繊
維
の
多
い
食
品
を
と
っ
て
、

便
の
量
を
増
や
し
、
排
泄
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
ま
し
ょ
う
。

口
に
入
っ
て
か
ら
二
十
四
時
間
か
ら

七
十
二
時
間
を
か
け
て
、
食
物
は
消
化

管
の
長
い
旅
を
終
え
、
大
便
と
な
っ
て

排
出
さ
れ
る
の
で
す
。
こ
の
旅
が
、
交

通
渋
滞
に
あ
う
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
い
き
ま
す
よ
う
に
・
・
・

■国民年金は物価上昇や生活水準の向上で、年平均3．9
パーセントの年金額の引き上げが見込まれています。

もちろん保険料も年金額に準じて引き上げられます。

量老齢基礎年金の年金支給額（年額）の予測グラフ

ｇ腰

将
来
、
肛
門
の
周
り
に
あ
る
筋
肉
が

ダ
メ
に
な
っ
た
場
合
、
便
が
慢
性
的
に

軟
ら
か
め
の
状
態
と
な
り
垂
れ
流
し
状

態
に
な
っ
て
困
る
わ
け
で
す
。
若
い
う

ち
か
ら
「
計
画
排
便
」
を
心
が
け
て
、

体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
快
便
生
活
を

確
立
し
て
く
だ
さ
い
。

注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

食

物

繊

維

の

ち

か

ら

ゴ
ボ
ウ
や
セ
ロ
リ
、
さ
つ
ま
芋
な
ど

は
、
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

食
品
と
し
て
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
豆
類
や
キ
ノ
コ
類
な
ど
に
も

「

85歳になってからの支給額に注目。
量生命保険会社などの個人年金の場合

（例）現在30歳で、30年後（60歳）から毎月10万円受け

られる個人年金に加入しているＡさん。

その10万円の価値は・‥
ヰ年金を受け始める30年後…

今の31，735円の価値（31．7パーセントに低下）

吟年金を受けて10年目（今から40年後）‥・

今の21，646円の価値（21．6パーセントに低下）

●個人年金は、受け始めたときから徐々に年金額が上が．

る商品もあります。しかし、おおむね将来の受取額（年

金額）が契約時に決められています。

●基礎年金や厚生年金など公的年金は、物価上昇や生活

水準の向上などに比例して年金額が決められるので、

高齢期の確実な収入として若いうちから、その価値を

見込むことができます。

′‾＼



平
成
6
年
度
は
固
定
沓
只
産
税
の

評
価
替
え
の
年
で
す
。

土
地
や
家
の
税
金
は

ど
う
な
る
の
？

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
提
供
す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
国
定
資
産

税
は
景
気
に
左
右
さ
れ
ず
、
町
税
の
約

四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税

は
、
土
地
や
家
屋
な
ど
の
資
産
価
値
に

応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
、
三

年
ご
と
に
￥
の
資
産
価
値
を
見
直
す

「
評
価
替
え
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
評
価
替
え
」
が
平
成
6
年
度

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
「
評
価
替

え
」
　
で
は
、
土
地
の
評
価
額
が
上
が
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
に
急
に
税
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
に
適
切
な
調
整
措
置
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
内
容
を
簡
単
に
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
土
　
地
】

●
平
成
6
年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
こ

れ
ま
で
著
し
い
開
き
の
あ
っ
た
固
定

資
産
税
と
地
価
公
示
価
格
と
の
均
衡

化
・
適
正
化
を
図
り
ま
す
。
そ
の
た

め
宅
地
の
評
価
額
は
、
全
国
一
律
で

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
と
な
り

ま
す
。

●
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例

措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

●
宅
地
に
つ
い
て
は
、
よ
り
な
だ
ら
か

な
税
負
担
に
な
る
よ
う
負
担
調
整
を

行
い
ま
す
。

【
家
　
屋
】

●
耐
用
年
数
の
見
直
し
に
よ
り
、
す
で

に
課
税
さ
れ
て
い
る
全
家
屋
を
対
象

に
評
価
額
が
最
低
三
パ
ー
セ
ン
ト
軽

減
さ
れ
ま
す
。

タ特別障害者手当
この手当の対象となる人は、精神や身体に著

しく重度の障害がある人で、日常生活で常時介

護を必要とする20歳以上の在宅の障害者です。

※施設に入所しているとき、3か月以上入院し

ている人には支給されません。

書手続きに必要なもの

①請求する人の世帯全員の住民票

（参医師の診断書

③所得状況届

④関係機関調査に対する承諾書

、毒っと身近に

。、、＿：習

－身体障害者福祉のし・かり（4）－

′障害児福祉手当
この手当の対象となる人は、精神や身体に重

度の障害がある人で、日常生活で常時介護を必

要とする20歳未満の在宅の障害者です。

※施設に入所しているとき、または障害を理由

とした年金（特別児童扶養手当を除く）を受け

ている人には支給されません。

■手続きに必要なもの

①請求する人の世帯全員の住民票

②医師の診断書

③所得状況届

（彰関係機関調査に対する承諾書

ムｇ環等



官問い合わせは

水巻町役場……201－4321

中央公民館……20ト0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコートト…・201－5757

町民体育館……201－3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

一昨年の台風19号、今年の台

風6・7号が襲来したときに長

時間停電しました。その原因の

四割がトタンや看板などの飛来

物による電柱・電線の設備破損

でした。

そこで台風シーズンを前に自

宅の屋根などの点検補強を行い

災害に備えてください。また、

切れた電線は危険です。発見し

たら九州電力折尾営業所（℡691

局3831番）へご連絡ください。

9
月
2
3
日
　
（
木
）
　
～
3
0
日
　
（
木
）

●
調
査
票
の
回
収
期
間

1
0
月
1
日
　
（
金
）
　
～
7
日
　
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
宅
課
管
理
係

1
0
月
1
日
、
全
国
で
一
斉
に
住
宅
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

「
住
宅
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ
れ
、

住
宅
建
設
計
画
や
都
市
計
画
な
ど
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た

世
帯
に
は
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
作
成
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

●
調
査
票
の
配
布
期
間

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

（
交
通
実
態
調
査
）
に
ご
協
力
を

都
市
計
画
係

ま
す
。

▽
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
調
査
の

主
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
北
部
九
州
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
実
施
本
部
℡
　
（
0

9

2

）

　

1

5

2

局

2

6

4

6

番

ま

た

は
役
場
都
市
計
画
係
ま
で

●
応
募
締
切
り
　
1
0
月
8
日
　
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
農
業
振
興
連

絡
協
議
会
事
務
局
℡
2
8
2
局
3
0

9
6
番
ま
た
は
役
場
産
業
課

●
山
本
商
店
　
（
樋
口
商
店
街
入
口
）

●
岡
部
商
店
　
（
猪
熊
バ
ス
停
前
）

地
域
の
人
を
対
象
に
し
た

ウ
Ｉ
プ
ロ
教
室
を
開
催
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
票
な
ど
の
「
お
届
け
交
付
し

折
尾
高
校

住
民
係

豊かさは住みよい環境

住まいから

10月1日

日
常
生
活
の
な
か
で
、
鉄
道
や
自
動

車
な
ど
の
交
通
手
段
が
ど
の
よ
う
に
利

用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

実
態
を
把
握
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

や
将
来
の
交
通
計
画
に
役
立
て
る
た
め

建
設
省
や
福
岡
県
、
関
係
市
町
村
が
協

力
し
て
、
1
0
月
か
ら
1
1
月
に
か
け
「
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
　
（
交
通
実
態
調

査
）
」
を
行
い
ま
す
。

●
調
査
対
象
　
県
内
の
ほ
か
佐
賀
県
、

山
口
県
下
関
市
、
熊
本
県
荒
尾
市
か

ら
無
作
為
に
選
ん
だ
、
約
十
万
世
帯

の
5
歳
以
上
の
人

●
調
査
方
法
　
調
査
員
証
明
書
を
持
っ

た
調
査
員
が
、
対
象
と
な
る
家
庭
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
と
記
入
方

法
を
説
明
し
ま
す
。
後
日
、
調
査
員

が
再
度
訪
問
し
、
調
査
票
を
回
収
Ｌ

Ｔ

ふ
れ
あ
い
・
日
野
豊
か
な
実
り

農
業
祭
の
テ
ー
マ
を
募
集

遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会

遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
で
は

「
農
業
祭
」
　
の
テ
ー
マ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
作
　
品
　
3
0
字
以
内
に
農
業
と
消
費

者
の
ふ
れ
あ
い
を
表
現
し
た
も
の

●
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
①
作
品
②
氏

名
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年
齢
⑥
農

業
祭
に
期
待
す
る
こ
と
を
書
い
て
、

遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
事
務

局
　
（
〒
8
1
1
－
4
2
岡
垣
町
糠
塚
3
5
4

1
Ａ
お
ん
が
生
産
セ
ン
タ
ー
内
）
　
へ

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
の
表
彰
　
入
選
1
点
、
佳
作
3

点
を
選
び
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

住
民
票
を
取
り
た
い
が
、
仕
事
の
都

合
で
役
場
に
行
く
時
間
が
な
い
！
。

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
町
内
七
か

所
の
商
店
で
住
民
票
や
戸
籍
の
謄
本
・

抄
本
が
と
れ
る
「
お
届
け
交
付
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
、
町
が
指
定
し
た

お
店
に
午
後
2
時
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
の
日
の
午
後
5
時
に
は

住
民
票
な
ど
を
申
し
込
ん
だ
お
店
に
お

届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
係
ま
で
。

【
お
届
け
交
付
の
で
き
る
店
】

●
原
口
商
店
　
（
一
一
団
地
入
口
）

●
千
々
和
商
店
（
下
二
町
住
バ
ス
停
前
）

●
白
石
商
店
　
（
吉
田
団
地
前
）

●
小
田
商
店
（
鯉
口
バ
ス
停
横
）

●
緒
方
た
ば
こ
店
（
新
生
街
入
口
）

で

地
域
成
人
の
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

た
め
、
学
校
を
開
放
し
た
「
ワ
ー
プ
ロ

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
2
0
歳
以
上
　
（
初
心
者
に
限

り
ま
す
）

●
募
集
人
員
　
3
0
人

●
受
講
料
　
無
料

●
と
　
き
　
1
1
月
4
日
～
1
7
日
　
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）
　
午
後
6
時
～
8
時

●
と
こ
ろ
　
折
尾
高
校

●
申
し
込
み
　
1
0
月
8
日
ま
で
に
適
当

な
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
ま
た
は
直
接

学
校
事
務
室
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
6
2
円
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

折
尾
高
校
ワ
ー
プ
ロ
教
室
開
放
講
座

係
　
（
八
幡
西
区
大
勝
2
－
2
3
1
1
）

含

6

9

1

局

3

5

6

1

番

掴



情
報
処
理
の
技
能
者
を

目

指

す

あ

な

た

に

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

直
方
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
平
成
6
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
全
日
制
で
就
業
年
限
は
2
年
で
す

情
報
処
理
を
目
指
し
て
い
る
人
は
、
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
学
科
と
定
員
　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
・

情
報
シ
ス
テ
ム
科
、
各
5
0
人

●
対
　
象
　
高
等
学
校
卒
業
（
来
年
3

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
、
ま
た
は

同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人
、
及
び

企
業
留
学
生

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
直
方
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
　
（
直
方
市

大
字
植
木
8
4
9
－
1
）
　
℡
　
（
0
9

4

9

2

）

　

3

局

0

2

0

0

番

へ

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学
　
（
北
九
州

市
八
幡
西
区
）

●
種
　
類
　
甲
種
・
乙
種
（
第
四
類
～

第
六
類
）
・
丙
種

●
願
書
受
付
　
9
月
1
6
日
か
ら
2
7
日
ま

で
遠
賀
郡
消
防
本
部
で
受
付
ま
す
。

（
願
書
は
予
防
課
で
交
付
し
ま
す
）

ｌ
受
験
準
備
講
習
会
】

●
と
　
き
　
1
0
月
3
1
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
講
習
受
付
　
9
月
1
6
日
か
ら
1
0
月
2
0

日
ま
で
遠
賀
郡
消
防
本
部
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防

課

含

2

9

3

局

1

2

3

1

番

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

●
講
　
演
　
「
社
会
復
帰
と
家
族
の
接

し
方
」

●
講
　
師
　
医
師
　
高
井
哲
治
郎
さ
ん

（
福
間
病
院
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
℡
2
0

1

局

4

1

6

1

番

9
月
1
6
日
か
ら
3
0
日
ま
で
は

全
国
海
難
防
止
連
動
で
す

若
松
海
上
保
安
部

精
神
障
害
者
家
族
の
つ
ど
い
を

9
月
2
9
日
に
開
き
ま
す

遠
賀
保
健
所

若
松
海
上
保
安
部
で
は
、
全
国
海
難

防
止
運
動
の
期
間
中
、
9
月
1
6
日
に
行

わ
れ
る
洞
海
湾
で
の
海
上
パ
レ
ー
ド
を

は
じ
め
、
講
演
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
若
松
海
上
保
安
部
航

行

安

全

課

℡

7

6

1

局

4

2

0

0

番

一
般
寄
付
と
し
て

●
頃
末
　
　
　
中
尾
勇
次
郎
様

●
高
松
団
地
　
故
・
田
島
　
俊
市
様

田
島
シ
マ
エ
様

●
頃
末
区
水
中
3
年
生
き
ぬ
た
祭
出
店
　
　
●
釈
　
　
　
放
・
小
田
　
和
枝
様

危
険
物
取
扱
者
の

試
験
と
講
習
会
を
開
き
ま
す

遠
賀
郡
消
防
本
部

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

●
と
　
き
　
1
1
月
7
日
　
（
日
）

遠
賀
保
健
所
で
は
、
毎
年
一
回
「
精

神
障
害
者
の
家
族
の
集
い
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ト
と
　
き
　
9
月
2
9
日
（
水
）
午
後
ｌ

時
3
0
分
か
ら

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
　
様

●
お
か
の
台
　
伊
福
シ
ヅ
エ
様

香
典
返
し
と
し
て

●
鯉
口
団
地
　
故
・
橘
　
　
茂
　
様

橘
　
ミ
エ
　
様

●
二
団
地
　
　
故
・
岡
林
　
正
美
様

岡
林
ミ
サ
ヲ
様

●
吉
田
一
　
故
・
久
保
田
光
精
様

久
保
田
チ
ワ
様

●
高
松
団
地
　
故
・
杉
本
マ
ス
江
様

杉
本
　
俊
一
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
百
武
小
百
合
棟

田
口
　
智
子
様

小
田
　
俊
見
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
上
杉
　
森
美
様

上
杉
　
久
子
様

三
歳
児
健
康
診
査
の
対
象
児
は

平
成
2
年
ワ
・
8
月
生
ま
れ
で
す

健
康
対
策
係

9
月
2
2
日
　
（
水
）
　
に
行
わ
れ
る
三
歳

児
健
康
診
査
の
対
象
児
は
、
平
成
2
年

7
月
と
8
月
生
ま
れ
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。
（
8
月
2
5

日
号
に
は
、
対
象
児
は
平
成
2
年
9
月

と
1
0
月
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
）

遠賀川にかがる御牧大橋整備工

事のため、期間中は片側通行にな

ります。ご協力ください。

●期　間

9月上旬→平成6年3月25日

□問い合わせ

北九州土木事務所℡691－2761

水巻町商工会　響媚

25周年記念

ゆかいなひとときを心ゆくまで。

宇野劇団公演
●と　き9／18出昼の部13時30分

夜の部18時

●ところ　中央公民館

●入場料無料（入場整理券が必要

です）

※入場整理券は水巻呵商工会、中

央公民館に用意しています

聴

チャリティーＪＷ－
・北海道南西沖地震や鹿児島大水害
の被災地救援のチャリティーバ

ザーを行います。

●と　き　9／18仕日0時～12時

●ところ中央公民館

最首



－
山
慧
蓋
の
こ
歪
一

や

ま

が

ひ

ょ

う

と

う

じ

ひ

で

と

お

山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
は
、
山
鹿
の
城

主
と
し
て
平
家
滅
亡
　
（
一
一
八
五
）
　
ま

で
遠
賀
川
河
口
を
中
心
と
し
て
大
き
な

勢
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
山
鹿
秀
遠

は
、
山
鹿
城
へ
安
徳
天
皇
を
迎
え
入
れ

平
家
の
中
心
と
な
り
源
氏
と
激
し
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

家
は
屋
島
で
源
義
経
の
裔
略
に
破
れ
、

平
家
は
、
つ
い
に
壇
の
浦
で
全
滅
し
果

て
秀
遠
自
身
も
奮
戦
の
末
え
討
死
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
治
元
年
（
一

一
八
五
）
三
月
二
四
日
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
安
徳
天
皇
は
わ
ず
か
八

歳
で
、
そ
の
最
後
は
今
も
涙
を
誘
い
ま

す
。
こ
の
、
天
下
を
二
つ
に
分
け
る
源

平
の
戦
い
は
平
家
の
無
惨
な
敗
北
に
終

わ
り
、
山
鹿
城
を
中
心
に
こ
の
地
方
に

住
居
し
て
い
た
武
人
や
軍
夫
の
多
く
も

討
死
す
る
な
ど
し
、
悲
劇
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
水
巻
の
人
達

は
平
家
の
旗
が
な
び
く
遠
賀
川
河
口
を

ど
の
よ
う
な
眼
で
眺
め
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

－
空
軍
ろ
の
善
一

山
鹿
秀
遠
に
変
わ
り
、
こ
の
地
に
強

い
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
の
が
麻
生
氏
で

す
。
麻
生
氏
は
、
建
久
　
（
一
一
九
〇
）

の
こ
ろ
、
山
鹿
に
亀
尾
城
を
構
え
そ
れ

以
後
豊
臣
秀
吉
が
九
州
を
平
定
す
る
天

正
一
四
年
　
（
一
五
八
六
）
　
ま
で
の
約
四

百
年
間
こ
の
地
方
の
領
主
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
麻
生
家
は
、
山
鹿
麻
生
、
花

尾
麻
生
、
良
木
麻
生
、
京
麻
生
な
ど
い

く
つ
か
の
流
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
麻
生
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
勢
力
拡
大
の
た
め
、
遠
賀
川
の
流
域

を
舞
台
と
し
て
戦
が
し
ば
し
ぼ
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
当
時
、
豊
前
坊
山
に
建
っ
て
い

た
古
賀
城
は
、
山
頂
の
百
坪
に
足
り
な

い
狭
い
場
所
で
、
城
と
し
て
は
小
規
模

な
も
の
で
し
た
が
、
見
張
り
を
兼
ね
た

屈
強
の
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

山
は
、
標
高
こ
そ
百
メ
ー
ト
ル
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
す
ば

ら
し
く
、
響
灘
か
ら
芦
屋
一
帯
さ
ら
に

は
一
二
里
松
原
　
（
岡
垣
町
）
　
ま
で
見
渡
す

こ
と
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
は
、
水
巻
町
で
も
激
し
い

戦
い
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

－
空
の
か
ら
罠
へ
転
進
一

中
世
の
武
将
が
地
方
に
住
む
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

な
説
が
あ
り
ま
す
。
山
鹿
氏
の
所
領
没

収
に
よ
り
家
臣
が
ば
ら
ば
ら
に
別
れ
て

し
ま
っ
た
事
や
、
麻
生
氏
の
没
落
に
よ

る
家
臣
の
運
命
は
、
新
し
い
主
家
や
土

地
を
求
め
、
水
巻
の
里
に
も
多
く
の
武

士
が
定
着
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
に

は
、
永
く
住
む
う
ち
に
正
し
い
家
系
を

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
家
も
多
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
巻
に
武
士
が
定
着
し

は
じ
め
た
の
は
大
体
戦
国
時
代
の
終
わ

り
か
ら
で
、
諸
国
を
回
る
う
ち
、
何
か

の
縁
で
水
巻
に
落
ち
つ
い
た
も
の
で
、

は
じ
め
か
ら
水
巻
の
里
を
目
ざ
し
て
来

た
ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
う
ち
、
水
巻
の
里
の
荒
地
が
少
し

づ
つ
開
墾
さ
れ
、
だ
れ
言
う
こ
と
な
く

こ
こ
が
新
天
地
と
し
て
の
希
望
を
つ
な

ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
で
あ
る
こ
と
が

い
い
触
ら
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
る

い
は
、
新
田
開
発
の
計
画
に
よ
っ
て
、

入
植
計
画
の
一
員
に
含
め
ら
れ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
も
あ
れ
武
士
が
農
業

に
身
を
投
じ
る
こ
と
は
、
戦
国
以
前
の

郷
士
と
違
い
、
安
定
し
た
生
活
を
農
業

に
求
め
る
こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
先
に
住
ん
で
い
た
農
民
た
ち

と
武
士
が
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
知
識
的
な
指
導
で
和

解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

新
し
い
村
づ
く
り
に
必
要
な
、
庄
屋
や

村
役
人
の
役
目
を
任
さ
れ
た
り
し
て
、

指
導
的
立
場
か
ら
村
人
の
中
に
入
り
込

む
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。

！ミー・

こ
の
広
報
は

再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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